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Cisco usNICの概要
Cisco user-space NIC（Cisco usNIC）機能は、ネットワーキングパケットを送受信するときにカー
ネルをバイパスすることで、データセンターの Cisco UCSサーバで実行されるソフトウェアアプ
リケーションのパフォーマンスを改善します。アプリケーションは、第二世代以降の Cisco UCS
VICアダプタと直接やり取りすることによって、ハイパフォーマンスコンピューティングクラ
スタのネットワーキングパフォーマンスが向上します。CiscousNICのメリットを引き出すために
は、アプリケーションはソケットまたはその他の通信 APIではなく、Message Passing Interface
（MPI）または Libfabricインターフェイスを使用する必要があります。

Cisco usNICは、お使いのアプリケーションに対して次の利点を提供します。

•低遅延で、高スループットの通信転送を提供します。

•標準のアプリケーション非依存イーサネットプロトコルを実行します。

•低ジッター、またはほぼ一定の遅延の通信。

•次に示すシスコデータセンタープラットフォームで、低遅延の転送、ユニファイドファブ
リック、統合管理のサポートを活用します。

• Cisco UCSサーバ

•第二世代以降の Cisco UCS VICアダプタ

• 10または 40GbEネットワーク

標準イーサネットアプリケーションは、Linuxカーネルのネットワーキングスタックを呼び出す
ユーザ領域のソケットライブラリを使用します。次に、ネットワーキングスタックはCisco eNIC
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ドライバを使用して、Cisco VICハードウェアと通信します。次の図は、通常のソフトウェアア
プリケーションと usNICを使用するMPIアプリケーションの対比を示します。

図 1：カーネルベースのネットワーク通信と Cisco usNICベースの通信

Cisco usNICの前提条件
Cisco usNICから恩恵を受けるためには、設定に次の前提条件があります。

• UCS Driver ISO。詳細については、『Downloading Cisco UCS VIC drivers』を参照してくださ
い。

•サポートされている Linuxオペレーティングシステムディストリビューションリリース。
詳細については、該当する『Hardware and Software Interoperability guide』を参照してくださ
い。

• Cisco Open MPIディストリビューションなどのサポート対象のMPI実装（Cisco UCS Driver
ISOを含む）または Intel ®MPIライブラリのバージョン 4または 5。Intel ®MPIライブラリ
が使用されている場合は、ネットワークでフロー制御を有効に設定する必要があります。
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Cisco usNICの設定

Cisco usNICパッケージは、オペレーティングシステムのアップグレードまたはダウングレー
ドをサポートしません。オペレーティングシステムを更新するには、まず、usNICパッケージ
をアンインストールして、オペレーティングシステムを更新してから、usNICドライバを再イ
ンストールします。

または、オペレーティングシステムを更新して、usNICドライバをアンインストールしてか
ら、usNICドライバを再インストールすることができます。

（注）

はじめる前に

次のソフトウェアコンポーネントとハードウェアコンポーネントが Cisco UCSサーバにインス
トールされていることを確認してください。

•サポートされている Linuxオペレーティングシステムディストリビューションリリース。
詳細については、該当する『Hardware and Software Interoperability guide』を参照してくださ
い。

• GCC、G++、および Gfortran

• DATユーザライブラリ（Intel ®MPIを使用している場合）

• libnlユーザライブラリ（バージョン 1とバージョン 3のどちらか）

•第二世代以降の Cisco UCS VICアダプタ

サポートされている Linuxオペレーティングシステムディストリビューションについては、
UCS Drivers ISOバンドルに含まれている usNICフォルダの内容を参照してください。『Cisco
UCS Virtual Interface Card Drivers for Linux Installation Guide』を参照してください。

重要

手順の概要

1. カーネルでカーネルオプション CONFIG_INTEL_IOMMUが選択されていることを確認しま
す。手動で grub.confファイル（たとえば、/boot/grub/grub.conf）に「intel_iommu=on」
を追加することによって、Linuxカーネル内で Intel IOMMUドライバを有効にします。

2. Cisco UCSサーバをリブートします。
3. 実行中のカーネルが intel_iommu=onオプションでブートすることを確認します。
4. Cisco usNICの Linuxドライバをインストールします。
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手順の詳細

ステップ 1 カーネルでカーネルオプション CONFIG_INTEL_IOMMUが選択されていることを確認します。手動で
grub.confファイル（たとえば、/boot/grub/grub.conf）に「intel_iommu=on」を追加することによっ
て、Linuxカーネル内で Intel IOMMUドライバを有効にします。
たとえば、kernel (hd0,0)/vmlinuz LANG=en_US.UTF-8 KEYTABLE=usのように、grub.confファイルに「kernel」
行が含まれている場合、「intel_iommu=on」を次に示すように最後に追加します。

kernel (hd0,0)/vmlinuz LANG=en_US.UTF-8 KEYTABLE=us intel_iommu=on

ステップ 2 Cisco UCSサーバをリブートします。
Intel IOMMUを有効にした後で、変更を反映するためにサーバを再起動します。

ステップ 3 実行中のカーネルが intel_iommu=onオプションでブートすることを確認します。
$ cat /proc/cmdline | grep iommu

ステップ 4 Cisco usNICの Linuxドライバをインストールします。
ドライバのインストールの詳細については、CiscousNIC用のLinuxソフトウェアパッケージのインストー
ルを参照してください。

次の作業

Cisco usNICの設定とLinuxドライバのインストールが完了したら、Cisco usNICが正しく動作して
いることを確認してください。インストールの確認方法の詳細については、CiscoUCSBシリーズ
ブレードサーバ向け Cisco usNIC取り付けの確認, （16ページ）を参照してください。

Cisco Manager GUI を使用した Cisco usNIC 接続ポリシーの作成
Cisco usNIC接続ポリシーを作成するには、後述する手順を使用することも、このビデオの [Play]
をクリックしてやり方を確認することもできます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。
2. [LAN]タブの [LAN] > [Policies]を展開します。
3. [root]ノードを展開します。
4. [usNIC Connection Policies]を右クリックして、[Create usNIC Connection Policy]を選択します。
5. [Create usNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [usNIC Connection Policies]を右クリックして、[Create usNIC Connection Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create usNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用で
きますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、

オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできませ

ん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関する情

報を含めることをお勧めします。

[Description]フィールド

作成する usNICの数。

サーバ上で動作しているMPIプロセスごとに専用の usNICが必要で
す。116のMPIプロセスの同時実行を維持するために、1つのアダプ
タ上で最大 116の usNICを作成できます。usNIC対応 vNICごとに
サーバ上の物理コアと同数以上の usNICを作成することをお勧めし
ます。たとえば、サーバに8つの物理コアがある場合は、8つのusNIC
を作成します。

[Number of usNICs]フィールド

usNICに指定するアダプタポリシー。デフォルトで作成されるusNIC
アダプタポリシーを選択することをお勧めします。

[Adapter Policy]ドロップダウンリ
スト
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usNIC イーサネットアダプタポリシーの設定

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [root] > [Adapter Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [Eth Adapter Policy usNIC]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
必要に応じて、[Resources]セクションと [Options]セクションで詳細を変更できます。シスコでは、リソー
スに次のデフォルト値を使用することをお勧めしています。

値名前

6Transmit Queues

256Ring Size

6Received Queues

512Ring Size

6Completion Queues

6Interrupts
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Cisco UCS Manager GUI を使用した usNIC の変更

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] >ルートを展開します。

ステップ 3 usNICを設定するサービスプロファイルノードを展開して、[vNICs]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Network]タブをクリックします。

ステップ 5 [vNICs]領域で、vNICを選択して、[Modify]をクリックします。

ステップ 6 [Modify vNIC]ダイアログボックスの [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]ドロップダウン
リストから [Linux]を選択します。

ステップ 7 [Connection Policies]領域で、[usNIC]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 [usNIC Connection Policy]ドロップダウンリストから、作成した usNIC接続ポリシーを選択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 11 [Navigation]ペインで、変更したばかりのサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 12 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 13 [BIOS Policy]バーを展開して、[BIOS Policy]ドロップダウンリストで [usNIC]を選択します。

ステップ 14 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Manager CLI を使用した usNIC の作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順の概要

1. UCS-A # scope service-profile serverchassis-id/blade-id or rack_server-id
2. UCS-A /org/service-profile # show vnic
3. UCS-A /org/service-profile # scope vnicvnic name
4. UCS-A /org/service-profile/vnic # set adapter-policyLinux
5. UCS-A /org/service-profile/vnic # enter usnic-conn-policy-ref usnic connection policy reference name
6. UCS-A /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* # commit-buffer
7. UCS-A /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref # top
8. UCS-A # scope org
9. UCS-A /org # create usnic-conn-policyusnic connection policy name
10. UCS-A /org/usnic-conn-policy* # set usnic-count number of usnics
11. UCS-A /org/usnic-conn-policy* # set adaptor-profile usNIC
12. UCS-A /org/usnic-conn-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシ、ブレード、またはUCS管理ラッ
クサーバ IDのサービスプロファイルを入力します。

UCS-A # scope service-profile
serverchassis-id/blade-id or rack_server-id

ステップ 1   

サーバ上で使用可能な vnicが表示されます。usNIC
vNICは Cisco UCS Managerリリース 2.2にアップグ
レードするとデフォルトで使用できます。

UCS-A /org/service-profile # show vnicステップ 2   

指定された vNICの vNICモードを開始します。UCS-A /org/service-profile # scope vnicvnic
name

ステップ 3   

Linuxと、usNIC用のアダプタポリシーを指定しま
す。

UCS-A /org/service-profile/vnic # set
adapter-policyLinux

ステップ 4   

vNIC用の usNIC接続ポリシー参照を指定された名前
で作成します。接続ポリシー名の最大長は 16文字で
す。

UCS-A /org/service-profile/vnic # enter
usnic-conn-policy-ref usnic connection policy
reference name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref*
# commit-buffer

ステップ 6   

最上位モードを開始します。UCS-A
/org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref
# top

ステップ 7   

ルート組織モードを開始します。UCS-A # scope orgステップ 8   

usNIC接続ポリシーを指定された名前で作成します。UCS-A /org # create usnic-conn-policyusnic
connection policy name

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

作成する Cisco usNICの数を指定します。この値に対
して 58を入力することをお勧めします。

UCS-A /org/usnic-conn-policy* # set
usnic-count number of usnics

ステップ 10   

usNIC接続ポリシー用のusNICイーサネットアダプタ
プロファイルを指定します。この usNICアダプタプ

UCS-A /org/usnic-conn-policy* # set
adaptor-profile usNIC

ステップ 11   

ロファイルは以前のバージョンの Cisco UCS Manager
からリリース 2.2にアップグレードするとデフォルト
で作成されます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/usnic-conn-policy* #
commit-buffer

ステップ 12   

次に、Cisco usNICを作成してそのプロパティを指定する例を示します。
Server # scope org
Server /org # create usnic-conn-policy usnic1
Server /org/usnic-conn-policy* # set usnic-count 58
Server /org/usnic-conn-policy* # set adaptor-profile usNIC
Server /org/usnic-conn-policy* # commit-buffer
Server /org/usnic-conn-policy # top

Server # scope service-profile server 1/1
Server /org/service-profile # show vnic

vNIC:
Name Fabric ID Dynamic MAC Addr Virtualization Preference
------------------ --------- ------------------ -------------------------
eth0 A 00:25:B5:00:00:A1 NONE
eth1 B 00:25:B5:00:00:A2 NONE
eth2 A 00:25:B5:00:00:A3 NONE
Server /org/service-profile # scope vnic eth0
Server /org/service-profile/vnic # set adapter-policy Linux
Server /org/service-profile/vnic # enter usnic-conn-policy-ref usnic1
Server /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* # commit-buffer
Server /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref # exit

Cisco UCS Manager CLI を使用した usNIC の変更

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順の概要

1. UCS-A # scope service-profile serverchassis-id/blade-id or rack_server-id
2. UCS-A /org/service-profile # show vnic
3. UCS-A /org/service-profile # scope vnicvnic name
4. UCS-A /org/service-profile/vnic # enter usnic-conn-policy-refusnic connection policy reference name
5. UCS-A /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシ、ブレード、または UCS管理
ラックサーバ IDのサービスプロファイルを入力し
ます。

UCS-A # scope service-profile
serverchassis-id/blade-id or rack_server-id

ステップ 1   

サーバ上で使用可能な vnicが表示されます。usnic
vnicは Cisco UCS Managerリリース 2.2にアップグ
レードするとデフォルトで使用できます。

UCS-A /org/service-profile # show vnicステップ 2   

指定された vNICの vnicモードを開始します。UCS-A /org/service-profile # scope vnicvnic nameステップ 3   

使用する vNIC用の usnic接続ポリシー参照を指定し
ます。

UCS-A /org/service-profile/vnic # enter
usnic-conn-policy-refusnic connection policy
reference name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、Cisco usNICプロパティを変更する例を示します。
Server # scope service-profile server 1/1
Server /org/service-profile # show vnic

vNIC:
Name Fabric ID Dynamic MAC Addr Virtualization Preference
------------------ --------- ------------------ -------------------------
eth0 A 00:25:B5:00:00:A1 SRIOV USNIC
eth1 B 00:25:B5:00:00:A2 NONE
eth2 A 00:25:B5:00:00:A3 NONE
Server /org/service-profile # scope vnic eth0
Server /org/service-profile/vnic # enter usnic-conn-policy-ref usnic2
Server /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* # commit-buffer
Server /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref # exit

Cisco UCS Manager CLI を使用した usNIC の削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順の概要

1. UCS-A # scope service-profile serverchassis-id/blade-id or rack_server-id
2. UCS-A /org/service-profile # show vnic
3. UCS-A /org/service-profile # scope vnicvnic name
4. UCS-A /org/service-profile/vnic # show usnic-conn-policy-refusnic connection policy reference name
5. UCS-A /org/service-profile/vnic # delete usnic-conn-policy-refusnic connection policy reference name
6. UCS-A /org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシ、ブレード、または UCS管理
ラックサーバ IDのサービスプロファイルを入力
します。

UCS-A # scope service-profile
serverchassis-id/blade-id or rack_server-id

ステップ 1   

サーバ上で使用可能なvNICが表示されます。usNIC
vNICは Cisco UCS Managerリリース 2.2にアップ
グレードするとデフォルトで使用できます。

UCS-A /org/service-profile # show vnicステップ 2   

指定された vNICの vNICモードを開始します。UCS-A /org/service-profile # scope vnicvnic nameステップ 3   

使用するvNIC用のusNIC接続ポリシー参照を指定
します。

UCS-A /org/service-profile/vnic # show
usnic-conn-policy-refusnic connection policy
reference name

ステップ 4   

指定されたusNIC接続ポリシー参照を削除します。UCS-A /org/service-profile/vnic # delete
usnic-conn-policy-refusnic connection policy
reference name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A
/org/service-profile/vnic/usnic-conn-policy-ref* #
commit-buffer

ステップ 6   

次に、Cisco usNICプロパティを変更する例を示します。
Server # scope service-profile server 1/1
Server /org/service-profile # show vnic

vNIC:
Name Fabric ID Dynamic MAC Addr Virtualization Preference
------------------ --------- ------------------ -------------------------
eth0 A 00:25:B5:00:00:A1 SRIOV USNIC
eth1 B 00:25:B5:00:00:A2 NONE
eth2 A 00:25:B5:00:00:A3 NONE
Server /org/service-profile # scope vnic eth0
Server /org/service-profile/vnic # show usnic-conn-policy-ref

usNIC Connection Policy Reference:
usNIC Connection Policy Name
----------------------------
usnic2
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Server /org/service-profile/vnic # delete usnic-conn-policy-ref usnic2
Server /org/service-profile/vnic* # commit-buffer
Server /org/service-profile/vnic # exit

Cisco usNIC用の Linux ソフトウェアパッケージのインストール
ここでは、UCS Drivers ISOバンドルに含まれているサポート対象の Linuxオペレーティングシス
テムディストリビューションごとに usNICフォルダの内容を列挙します。既知の問題やインス
トール手順に関するドキュメントがusNICフォルダ内のREADMEファイルにも含まれています。

• kmod-usnic_verbs-{version}.x86_64.rpm：Cisco VIC SR-IOVイーサネット NICの usNIC機能
用の Linuxカーネル verbsドライバ。

• libdaplusnic_verbs-{version}.x86_64.rpm：usNIC用のユーザスペースライブラリ DAPLプラ
グイン。

• openmpi-cisco-{version}.x86 _64.rpm：Cisco usNIC Open MPI：Cisco usNIC BTL MPIトランス
ポートを使用した Open MPI。

• usnic_tools-{version}.x86_64.rpm：usNIC用のユーティリティプログラム。

• libfabric-cisco-{version}.x86_64.rpm：組み込みのCisco usNICトランスポートを備えたLibfabric
パッケージ。

• libusnic_verbs-{version}.x86_64.rpm：libibverbsライブラリにCisco usNIC Linuxデバイスをス
キップさせるダミーライブラリ（Cisco usNIC機能は libibverbsではなく、libfabricを介して
公開されるため）。

はじめる前に

Cisco UCS Managerで Cisco usNICプロパティが設定されていることを確認してください。プロパ
ティの設定方法の詳細については、Cisco usNICの設定を参照してください。

また、CiscousNICをインストールするホストOSディストリビューションに、サポート対象のバー
ジョンのCisco enicドライバがインストールされていることを確認する必要があります。Cisco enic
ドライバは Cisco VIC SR-IOVイーサネット NIC用の Linuxカーネルネットワーキングドライバ
です。

手順の概要

1. Linuxディストリビューション用のCiscoUCS ISOに含まれている enicドライバの最新バージョ
ンにアップグレードします。

2. Linuxディストリビューション用の Cisco UCS Drivers ISOから Cisco usNICソフトウェアパッ
ケージをインストールします。

3. # chkconfig rdma on
4. サーバをリブートすると、インストールの変更が自動的に反映されます。
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手順の詳細

ステップ 1 Linuxディストリビューション用の Cisco UCS ISOに含まれている enicドライバの最新バージョンにアッ
プグレードします。

ステップ 2 Linuxディストリビューション用の Cisco UCS Drivers ISOから Cisco usNICソフトウェアパッケージをイ
ンストールします。

ステップ 3 # chkconfig rdma on
Linux RDMAサービスを有効にします。有効にしたら、システムのリブート後に RDMAサービスが自動
的に開始されます。

RHEL 6.4などの一部の Linuxオペレーティングシステムディストリビューションでこの手順を
実行しなければならない場合があります。

（注）

ステップ 4 サーバをリブートすると、インストールの変更が自動的に反映されます。

サーバをリブートしない場合は、手動でカーネルモジュールをロードし、システムによって正し

いバージョンのドライバがロードされ、新しいメモリロック設定が適用されることを確認できま

す。モジュールのロード方法の詳細については、CiscousNICのカーネルモジュールの手動のロー
ドを参照してください。

重要

Linux Cisco usNIC ソフトウェアパッケージのソースコード
Cisco usNICソフトウェアパッケージのソースコードは Cisco UCS Drivers ISOで提供されます。
ソースコードとバイナリパッケージのインストールを混在させないことをお勧めします。

Cisco usNICのカーネルモジュールの手動のロード
サーバをリブートしない場合、次の手順を使用して、Cisco usNICカーネルモジュールを手動で
ロードできます。

はじめる前に

最新バージョンのドライバをロードする前に、既存バージョンのドライバが削除されていること

を確認してください。これで、システムを正しく設定できます。

手順の概要

1. # rmmod enic
2. # modprobe enic
3. # modprobe usnic_verbs
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

既存の enicドライバモジュールをアンロードします。# rmmod enicステップ 1   

たとえば、ネットワークを使用して SSH経由で OSにログ
インしていないことを確認します。そうしない場合、ネッ

トワーク接続が完全に切断されている状態になる可能性が

あります。または、KVMを使用してサーバにログインし
て、この手順を実行することもできます。

（注）

enicドライバモジュールをロードします。# modprobe enicステップ 2   

usnic_verbsドライバモジュールをロードします。# modprobe usnic_verbsステップ 3   

Cisco usNIC シスコの Linux ソフトウェアパッケージのアップグレード

ステップ 1 Cisco usNIC用の Linuxソフトウェアパッケージのアンインストール, （14ページ）の手順に従って、
usNICソフトウェアパッケージの以前のバージョンをアンインストールします。

ステップ 2 Cisco usNIC用の Linuxソフトウェアパッケージのインストール, （12ページ）の手順に従って、Linux
ディストリビューション用の Cisco UCS Drivers ISOから usNICソフトウェアパッケージをインストール
します。

Cisco usNIC用の Linux ソフトウェアパッケージのアンインストール

手順の概要

1. 次の usNICソフトウェアパッケージをアンインストールします。
2. Ciscoサーバをリブートします。

手順の詳細

ステップ 1 次の usNICソフトウェアパッケージをアンインストールします。

• usnic_tools

• openmpi-cisco
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• libdaplusnic

• libusnic_verbs

• kmod-usnic_verbs

• libfabric-cisco-devel

• libfabric-cisco

ステップ 2 Ciscoサーバをリブートします。

ユーザ環境への MPI の追加
MPIアプリケーションをコンパイルして起動するには、MPI実装を各ユーザの環境に追加する必
要があります。MPI実装は一度に 1つずつユーザの環境に追加することをお勧めします。

Cisco Open MPI の環境
Cisco Open MPIでは、openmpi-ciscoソフトウェアパッケージが必要な環境変数の設定を支援する
ために 2つのスクリプトをインストールします。1つのスクリプトは Bourneシェルユーザ用で、
もう 1つのスクリプトは Cシェルユーザ用です。

• /opt/cisco/openmpi-vars.sh（Bourneシェルおよび Bourne Againシェルユーザ用）

• /opt/cisco/openmpi-vars.csh（Cシェルユーザ用）

ユーザのシェル起動/ログインシーケンス（非対話式シェルの場合）の一部として適切なスクリプ
トを調達する必要があります。

Intel ® MPI ライブラリの環境
Intel ®MPIライブラリのドキュメントに記載されている手順に加えて、各ユーザの環境で追加の
環境変数を設定してCiscousNIC機能を有効にする必要があります。必要な環境変数を設定するた
めの 2つのスクリプトが libdaplusnicソフトウェアパッケージを通してインストールされます。1
つのスクリプトは Bourneシェルユーザ用で、もう 1つのスクリプトは Cシェルユーザ用です。

• /opt/cisco/intelmpi-usnic-vars.sh（Bourneシェルおよび Bourne Againシェルユー
ザ用）

• /opt/cisco/intelmpi-usnic-vars.csh（Cシェルユーザ用）

ユーザのシェル起動/ログインシーケンスの一部として適切なスクリプトを調達する必要がありま
す。
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Intel ®MPIライブラリと usNICを使用するには、ネットワーク上のフロー制御を有効に設定する
必要があります。これは、IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御と IEEE 802.1Qbb優先順位ベー
スフロー制御（PFC）のどちらかにすることができます。この機能は、「no-drop」と呼ばれるこ
ともあります。フロー制御の有効化方法については、ネットワーク上のスイッチのコンフィギュ

レーションガイドを参照してください。フロー制御がネットワーク上で有効になっていない場合

は、Intel®MPIライブラリを使用するアプリケーションが正常に機能しますが、パフォーマンス
が大幅に低下する可能性があります。

Intel ®MPIライブラリの開発では、MPIトラフィックはすべての Cisco usNICポートおよび Cisco
UCS Managerのデフォルトの CoS値 5を持つ no-dropまたは platinum QoSシステムクラスでフ
ロー制御が有効になっている必要があります。「Cisco UCS Manager Network Management guide」
で、「Quality of Service」に関するセクションを参照してください。

ユーザ環境への Libfabric の追加
Libfabric用に、必要な環境変数を設定するための 2つのスクリプトが libdaplusnicを通してインス
トールされます。1つのスクリプトはBourneシェルユーザ用で、もう 1つのスクリプトはCシェ
ルユーザ用です。

• /opt/cisco/libfabric-vars.sh

• /opt/cisco/libfabric-vars.csh

ユーザのシェル起動/ログインシーケンスの一部として適切なスクリプトを調達する必要がありま
す。

Cisco UCS B シリーズブレードサーバ向け Cisco usNIC取り付けの確認
Cisco usNICに必要な Linuxドライバをインストールした後、Linuxプロンプトで次の手順を実行
して、インストールが正常に完了したことを確認してください。

次に、Linuxオペレーティングシステムディストリビューション RHEL 6.5上で確認された設
定例を示します。

（注）
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手順の概要

1. usnic_verbsカーネルモジュールが OSドライバのインストール中にロードされたかどうかを
検索して確認します。

2. Cisco usNIC対応 NICの設定を確認してください。
3. インストールされているRPMとそのバージョンを確認するには、usnic_checkスクリプトを実
行します。

4. Cisco usNICネットワークパケットがクライアントとサーバホスト間で正常に送信されている
ことを確認します。

5. ring_cテストプログラムをダウンロード、コンパイル、および実行して、MPIトラフィックが
クライアントとサーバのホスト間で正しく送信されていることを検証します。

手順の詳細

ステップ 1 usnic_verbsカーネルモジュールが OSドライバのインストール中にロードされたかどうかを検索して確
認します。
$ lsmod | grep usnic_verbs

lsmod | grep usnic_verbsコマンドを入力すると、次の詳細が表示されます。コンソールに一覧表示されて
いるカーネルモジュールは、OSに現在ロードされているモジュールに基づいて異なる場合があります。

usnic_verbsが出力に表示され、このカーネルモジュールがカーネル内にロードされ、アクティブ
になっていることが示されます。

重要

usnic_verbs 73762 2
ib_core 74355 11
ib_ipoib,rdma_ucm,ib_ucm,ib_uverbs,ib_umad,rdma_cm,ib_cm,iw_cm,ib_sa,ib_mad,usnic_verbs
enic 73723 1 usnic_verbs

ステップ 2 Cisco usNIC対応 NICの設定を確認してください。
$ /opt/cisco/usnic/bin/usd_devinfo

次のセクションは、usd_devinfoコマンドを実行すると表示される結果の簡単な例です。結果は、現在の
インストール環境によって異なる場合があります。結果がコンソールに表示されたら、一覧表示された

ポートのそれぞれの状態が PORT_ACTIVEと表示されていることを確認します。一覧表示されている各
ポートのリンク状態がアップになっていることを確認します。

次に、Cisco UCS VICアダプタ上で設定された 2つのポート（usnic_1と usnic_0）の例を示します。1つ
の Cisco usNIC対応 vNICだけを設定した場合は、usnic_0のみのリストが表示されます。

usnic_0:
Interface: eth1
MAC Address: 00:25:b5:32:31:10
IP Address: 10.35.11.111
Netmask: 255.255.255.0
Prefix len: 24
MTU: 9000
Link State: UP
Bandwidth: 10 Gb/s
Device ID: UCSB-MLOM-40G-03 [VIC 1340] [0x012c]
Firmware: 4.1(0.306)
VFs: 16
CQ per VF: 6
QP per VF: 6
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Interrupts per VF: 6
Max CQ: 96
Max CQ Entries: 65535
Max QP: 96
Max Send Credits: 4095
Max Recv Credits: 4095
Capabilities:
CQ sharing: yes
PIO Sends: yes
CQ interrupts: no

usnic_1:
Interface: eth2
MAC Address: 00:25:b5:32:31:20
IP Address: 10.35.12.111
Netmask: 255.255.255.0
Prefix len: 24
MTU: 9000
Link State: UP
Bandwidth: 10 Gb/s
Device ID: UCSB-MLOM-40G-03 [VIC 1340] [0x012c]
Firmware: 4.1(0.306)
VFs: 16
CQ per VF: 6
QP per VF: 6
Interrupts per VF: 6
Max CQ: 96
Max CQ Entries: 65535
Max QP: 96
Max Send Credits: 4095
Max Recv Credits: 4095
Capabilities:
CQ sharing: yes
PIO Sends: yes
CQ interrupts: no

ステップ 3 インストールされているRPMとそのバージョンを確認するには、usnic_checkスクリプトを実行します。

$ /opt/cisco/usnic/bin/usnic_check

エラーが OSドライバのインストール中に発生している場合、警告が生成されます。

usnic_verbsモジュールのロードで失敗した場合は、次の簡単な例が生成された警告を示します。

$ /opt/cisco/usnic/bin/usnic_check
enic RPM version 2.3.0.18 installed
usnic_verbs RPM version 1.0.4.416.rhel6u5 installed
WARNING: usnic_verbs module not loaded
libdaplusnic RPM version 2.0.39cisco1.0.0.401 installed
libfabric RPM version 1.1.1cisco1.0.0.410.rhel6u5 installed
libusnic_verbs RPM version 2.0.0.406.rhel6u5 installed
Using /opt/cisco/openmpi/bin/ompi_info to check Open MPI info...
Open MPI version 1.10.1cisco1.0.0.410.rhel6u5 installed
WARNING: No usnic devices found
WARNING: No usnic devices found
3 warnings

ステップ 4 Cisco usNICネットワークパケットがクライアントとサーバホスト間で正常に送信されていることを確認
します。

a) サーバホストの Cisco usNICに関連付けられているイーサネットインターフェイスの名前を判別しま
す。
[server]$ /opt/cisco/usnic/bin/usnic_status
usnic_0: 0000:07:0.0, eth1, 00:25:b5:c4:b1:10, 58 VFs
Per VF: 6 WQ, 6 RQ, 6 CQ, 6 INT

In use:
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0 VFs, 0 QPs, 0 CQs

usnic_1: 0000:0c:0.0, eth2, 00:25:b5:c4:b1:20, 58 VFs
Per VF: 6 WQ, 6 RQ, 6 CQ, 6 INT

In use:
0 VFs, 0 QPs, 0 CQs

b) イーサネットインターフェイスの IPアドレスを判別します。
[server]$ ip addr show dev eth1 | grep "inet[^6]"

inet 10.42.110.11/24 brd 50.42.110.255 scope global eth1

c) サーバホストで usd_pingpongプログラムを実行します。
[server]$ /opt/cisco/usnic/bin/usd_pingpong

usd_pingpongプログラムで使用されるコマンドラインオプションの詳細については、usd_pingpong
--helpの出力を参照してください。

d) サーバホスト上のCiscousNICに対応する IPアドレスを使用して、クライアントホストでusd_pingpong
プログラムを実行します。
[client]# /opt/cisco/usnic/bin/usd_pingpong -h SERVER_IP_ADDRESS

次に、usd_pingpongプログラムを実行すると表示される結果の例を示します。

Server-side:
[server]$ /opt/cisco/usnic/bin/usd_pingpong -d usnic_0
open usnic_0 OK, IP=10.43.10.1
QP create OK, addr -h 10.43.10.1 -p 3333
Waiting for setup...

Client-side:
[client]# /opt/cisco/usnic/bin/usd_pingpong -h 10.43.10.1 -d usnic_0
open usnic_0 OK, IP=10.43.10.2
QP create OK, addr -h 10.43.10.2 -p 3333
sending params...
payload_size=4, pkt_size=46
posted 63 RX buffers, size=64 (4)
100000 pkts, 4.953 us / HRTT

ステップ 5 ring_cテストプログラムをダウンロード、コンパイル、および実行して、MPIトラフィックがクライアン
トとサーバのホスト間で正しく送信されていることを検証します。

ring_cテストプログラムは、https://raw.githubusercontent.com/open-mpi/ompi-release/v1.8/examples/ring_c.cの
リンクから取得できます。

次の例は、wgetユーティリティを使用してring_cを取得、コンパイル、および実行する方法を示します。
また、テストプログラムの取得および実行のその他の方法を使用できます。

環境内の単一のMPI実装セットアップを使用して次のコマンドを実行しま
す。

（注）

$ wget --no-check-certificate
https://raw.githubusercontent.com/open-mpi/ompi-release/v1.8/examples/ring_c.c
--2015-04-23 10:11:42--
https://raw.githubusercontent.com/open-mpi/ompi-release/v1.8/examples/ring_c.c
Resolving raw.githubusercontent.com... 199.27.74.133
Connecting to raw.githubusercontent.com|199.27.74.133|:443... connected.
WARNING: certificate common name \u201cwww.github.com\u201d doesn\u2019t match requested host name
\u201craw.githubusercontent.com\u201d.
HTTP request sent, awaiting response... 200 OK
Length: 2418 (2.4K) [text/plain]

$ mpicc ring_c.c -o ring_c
[no output]
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$ mpiexec --host host1,host2 -n 4 ./ring_c
Process 0 sending 10 to 1, tag 201 (4 processes in ring)
Process 0 sent to 1
Process 0 decremented value: 9
Process 0 decremented value: 8
Process 0 decremented value: 7
Process 0 decremented value: 6
Process 0 decremented value: 5
Process 0 decremented value: 4
Process 0 decremented value: 3
Process 0 decremented value: 2
Process 0 decremented value: 1
Process 0 decremented value: 0
Process 0 exiting
Process 2 exiting
Process 1 exiting
Process 3 exiting ...

必要に応じて、環境内に別のMPI実装をセットアップして、mpiccコマンドとmpirunコマンド
を再実行し、Cisco usNIC機能でそのMPI実装を確認します。

（注）

usd_pingpongプログラムと ring_cプログラムが正常に実行した場合は、Cisco usNIC上でMPIア
プリケーションを実行できるはずです。

トラブルシューティング情報

問題

usnic_checkを使用してインストール済み RPMのリストを表示すると、次のことが発生します。

1 「No usnic devices found」などの警告。

2 「usnic_verbs_xxxx does not match installed version」などのバージョンミスマッチエラー。

考えられる原因

インストールされているバージョンがこのエラーを引き起こしている可能性があります。

解決策

1 次のコマンドを使用して、インストールされているすべてのバージョンを一覧表示します。
rpm - qa|grep usnic_verbs

2 次のコマンドを使用してすべてのバージョンをアンインストールします。rpm -e

3 モジュールが削除されたことを確認します。

4 すべての RPMを再インストールします。

問題

usnic_pingpongを使用してCisco usNICパケットがクライアントとサーバ間で正しく送信されてい
ることを確認すると、次のエラーが発生します。
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1 「No such address or device」エラー。次の例を参照してください。
# /opt/cisco/usnic/bin/usd_pingpong
usd_open: No such device or address

2 サーバが「Waiting for setup…」の段階で停止しています。次の例を参照してください。
# /opt/cisco/usnic/bin/usd_pingpong –d usnic_0
open usnic_0 OK, IP=10.43.10.1
QP create OK, addr -h 10.43.10.1 -p 3333
Waiting for setup...

考えられる原因

1 Cisco usNIC接続ポリシーが割り当てられていないか、「not set」になっているため、vNICイ
ンターフェイスで設定されません。

2 サーバ側がクライアント側からパケットを受信しません。

解決策

1 有効な Cisco usNIC接続ポリシーが usNIC接続ポリシー内で設定され、サービスプロファイル
内の vNICに割り当てられていることを確認します。

2 サーバとクライアントの両方で Cisco usNICデバイスの IPアドレスが正しく設定されているこ
とを確認します。

3 クライアントピンポンがCisco usNICデバイスの正しいサーバ IPアドレスにパケットを送信し
ようとしていることを確認します。

問題

mpirunを使用して Cisco usNICトラフィックを処理すると、次のエラーが発生します。

MTUサイズミスマッチエラー次の例を参照してください。
Example:
$ mpirun --host node05,node06 -np 12 --mca btl usnic,sm,self --mca btl_usnic_if_include
usnic_1 IMB-MPI1 Sendrecv

The MTU does not match on local and remote hosts. All interfaces on
all hosts participating in an MPI job must be configured with the same
MTU. The usNIC interface listed below will not be used to communicate
with this remote host.

Local host: node05
usNIC interface: usnic_1
Local MTU: 8958
Remote host: node06
Remote MTU: 1458

考えられる原因

1 MTUサイズが適切な VLAN上で正しく設定されていません。

2 MTUサイズが QoS内で正しく設定されていません。

解決策

MTUサイズが VLANと QoS上で正しく設定されていることを確認します。
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「Configuring QoS System Classes with the LAN Uplinks Manager」を参照してください。

問題

Cisco enicドライバによって、次の Cisco enic依存性エラーが発生します。

# rpm -ivh kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64.rpm
error: Failed dependencies:

ksym(enic_api_devcmd_proxy_by_index) = 0x107cb661 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_alloc_discover) = 0xfb7e4707 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_get_pdev) = 0xae6ae5c9 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_get_res) = 0xd910c86b is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_get_res_bar) = 0x31710a7e is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_get_res_bus_addr) = 0x7be7a062 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_get_res_count) = 0x759e4b07 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_get_res_type_len) = 0xd122f0a1 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64

ksym(vnic_dev_unregister) = 0xd99602a1 is needed by
kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64
#

考えられる原因

1 enicドライバが正しくインストールされていません。

2 enicドライバがインストールされていません。

解決策

正しいenicドライバがインストールされていることを確認します。また、次のことを確認します。

•具体的に、次のことを確認します。enicドライバおよび usnic_verbsドライバは一致している
必要があります。不一致があると、上記のバージョンエラーが発生する可能性があります。

•具体的には、Cisco UCSドライバ ISOに含まれる enicおよび usnic_verbsが互いに一致してい
る必要があります。ある Cisco UCSドライバ ISOの enicを使用し、別の Cisco UCSドライバ
ISOの usnic_verbsを使用した場合、上記のバージョンエラーが発生することになります。

問題

Intel IOMMUにより次の警告が発生します。

# rpm -ivh kmod-usnic_verbs-1.0.4.318.rhel6u5-1.x86_64.rpm
Preparing... ########################################### [100%]

1:kmod-usnic_verbs ########################################### [100%]
WARNING -
Intel IOMMU does not appear to be enabled - please add kernel parameter
intel_iommu=on to your boot configuration for USNIC driver to function.
#

考えられる原因

Intel IOMMUサポートが、Linuxカーネルで有効になっていません。
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解決策

Linuxカーネルの Intel IOMMUドライバを有効にします。

問題

DATユーザライブラリをインストールすると、次の障害が発生した依存関係によるエラーが生じ
ます。

# rpm -ivh libdaplusnic-2.0.39cisco1.0.0.317-1.el6.x86_64.rpm
error: Failed dependencies:

dapl is needed by libdaplusnic-2.0.39cisco1.0.0.317-1.el6.x86_64
#

考えられる原因

libdaplが DATライブラリをインストールせずにインストールされています。

解決策

DATライブラリをインストールします。

問題

usd_devinfoを使用して Cisco usNICが有効化された VICSの構成を表示すると、コマンド出力が
usNICインターフェイスを一覧表示しません。

考えられる原因

RDMAサービスが有効になっていません。

解決策

次のコマンドを使用して RDMAサービスを有効にします。
# service rdma start
Or
# chkconfig rdma on

問題

openmpi-ciscoパッケージをインストールすると、以下に示す依存関係エラーが生じます。

# rpm -ivh openmpi-cisco-1.10.1cisco1.0.0.424.rhel7u1-1.x86_64.rpm
error: Failed dependencies:
libfabric-cisco is needed by openmpi-cisco-1.10.1cisco1.0.0.424.rhel7u1-1.x86_64
libfabric.so.1()(64bit) is needed by openmpi-cisco-1.10.1cisco1.0.0.424.rhel7u1-1.x86_64
libfabric.so.1(FABRIC_1.0)(64bit) is needed by
openmpi-cisco-1.10.1cisco1.0.0.424.rhel7u1-1.x86_64

考えられる原因

libfabric-ciscoパッケージがインストールされていないか、または存在しません。
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解決策

openmpi-ciscoパッケージをインストールする前に、libfabric-ciscoパッケージをインストール

します。

問題

libfabric-ciscoパッケージを削除すると、次の障害が発生した依存関係エラーが生じます。

# rpm -e libfabric-cisco-1.1.0cisco1.0.0.385.rhel7u1-1.el7.x86_64
error: Failed dependencies:
libfabric-cisco is needed by (installed) openmpi-cisco-1.10.0cisco1.0.0.385.rhel7u1-1.x86_64
libfabric.so.1()(64bit) is needed by (installed)
openmpi-cisco-1.10.0cisco1.0.0.385.rhel7u1-1.x86_64
libfabric.so.1(FABRIC_1.0)(64bit) is needed by (installed)
openmpi-cisco-1.10.0cisco1.0.0.385.rhel7u1-1.x86_64

考えられる原因

libfabric rpmは削除できません。

解決策

libfabricパッケージを削除する前に openmpi-ciscoパッケージを削除します。
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